
■会場案内図

時  間：13：00～16：40
会  場：すまい・るホール
 東京都文京区後楽1-4-10
 住宅金融支援機構1F

●交通のご案内
　JR総武線「水道橋駅」西口下車 徒歩3分
　都営地下鉄大江戸線「飯田橋駅」下車 徒歩3分
　都営地下鉄三田線「水道橋駅」下車 徒歩5分
　東京メトロ丸の内線・南北線「後楽園駅」下車徒歩7分
　東京メトロ有楽町線・東西線「飯田橋駅」下車徒歩10分

定　員：280名
申込み：リビングアメニティ協会WEB
 サイトよりお申込みください。

参加費
無 料プログラム

受　　付  12：30～13：00

1．開　会  13：00～13：05

一般社団法人 リビングアメニティ協会 専務理事　本多 直巳

2．来賓ご挨拶  13：05～13：15

国土交通省 住宅局

3．基調講演  13：15～14：15

「少子化時代の住生活の質について－女子大生が捉える生活と住まいを通して」
日本女子大学 教授　定行 まり子氏

休　　憩  14：15～14：30

4．研究報告1  14：30～14：50

「住宅部品を安心して使って頂くための  住宅部品の“点検”に関する実態調査」
一般社団法人リビングアメニティ協会 住宅部品点検研究委員会　明神  毅 氏

5．研究報告2  14：50～15：10

「墜落防止手すりの点検の必要性について」
一般財団法人ベターリビング 住宅部品事業推進部　西本 賢二氏

6．パネルディスカッション 15：10～16：35

「住まいの安全と住まい手への点検文化のススメ」

コーディネーター：明治大学 名誉教授 向殿 政男氏

パネリスト： 全国地域婦人団体連絡協議会 事務局長 長田 三紀氏

 株式会社くらし工房大和 代表取締役 鈴木 晴之氏
 （JBN既存改修委員会委員長） 

 弁護士法人 匠総合法律事務所 代表社員弁護士 秋野 卓生氏

 Tunnel株式会社（RoomClip） 執行役員 川本 太郎氏

閉　　会  16：40
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検 索リビングアメニティ協会WEB

申込み期間：8/4～　
※定員に達した時点で申込み受付を終了する場合があります。

～安心して暮らせる‘住まい’のためには～

主　催：　　　　　　　　一般社団法人 リビングアメニティ協会　　　　後　援： 

協　賛：（一財）ベターリビング、（一社）住宅生産団体連合会、（一社）住宅リフォーム推進協議会、（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター、（一社）ベターライフリフォーム協会、（一社）マンションリフォーム推進協議会、
板硝子協会、（一社）インターホン工業会、ガス警報器工業会、キッチン・バス工業会、（一社）建築改装協会、（一社）ソーラーシステム振興協会、電気床暖房工業会、ドアクローザー工業会、日本アルミ手摺工業会、
日本LPガス団体協議会、日本屋外収納ユニット工業会、（一社）日本火災報知機工業会、（一社）日本ガス協会、（一社）日本ガス石油機器工業会、日本金属サイディング工業会、（一社）日本サッシ協会、
（一社）日本シヤッター・ドア協会、（一社）日本照明工業会、（一社）日本電機工業会、（一社）日本配線システム工業会、（一社）日本バルブ工業会、日本床暖房工業会、日本窯業外装材協会、（一社）日本冷凍空調工業会、
（一社）レストルーム工業会、日本ロック工業会　〈順不同〉

問合わせ先：一般社団法人 リビングアメニティ協会　　TEL 03-5211-0540　　FAX 03-5211-0546（平日9：30～17：30）

快適な住空間をめざして

平成29年10 月10 日（火）

飯田橋駅

大江戸線・南北線

10 月 10 日は住宅部品点検の日
じゅう てん

「住宅部品点検の日」
 シンポジウム 


